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特別掲載

は Lがぎ a) 鉤虫駆虫剤として

本編にて著者は，尾久粁線虫に対する駆虫，治療剤の 四塩化エチレン（純正化学），ヘノポジ油（ネマトール膠

スクリーニングを目的として各種薬剤による殺虫試験を 球，三共），チモール（和光純薬工業）， 4ーヨードチモー

行い，同時に尾久粁線虫を使用して，一般に殺線虫剤， ル（チモラ・ン，中外製薬）， 4,クロル4オキシアゾベンヅ

駆剤等のスクリーニングテストが行えるかどうかを検 ール（中外製薬）， 1-ブロムナフトール(2)'(オーミン富

討した． 山化学），ベフ .r..ニウム（アルコバール，田辺製薬），ヂ

実験方法及び実験成績 チアザニン（中外製薬）

A 駆虫剤について b) 砒素剤として

供試薬剤 マファルヅール（マファーセミン 2号，第一製薬），

第 1表各種駆虫剤による殺虫試験

塵-;;-----二竺ご 10 2 0.4 0.08 0.016 0.0032 

四塩化エチレ y

76224601////27624 0 6 1 76224061////27626 4 0 1 6328841////62628 3 8 1 66127801////66228 8 3 1 327 065////7271 26 2 5 6324255////771 226 2 5 0461////71 7224 3 3 426061////71 7224 3 3 6400////78218 6 6 1 7 989////72618 6 8 1 ヘノボジ油 27622742////2切7624 2 72624272////27624 2 7 2 チモー Jレ
4ーヨードチモ一 Jレ

4'- クロール—4ーオキ｝(2) シアゾベンソ、一 Jレ 18/18 18/18 19/19 19/19 7/25 8/25 4/18 7/18 1/16 3/16 3/22 3/22 

lープロムナフトール 22231733/ // / 23 22217333////22217 3 3 3 
22119911////225 20 21 1 22520191////225 20 21 1 246s3/ f // 20 5/I I I 20 18031////225 116 7 3 257 12////22116 5 7 3 O06O// f f 18 23O35// f f 18 9050////26 218'19 1 1800////22119 6 8 1 

ベフェニウム 23 29 28 29 31 31 
マフアルゾー］レ 23 28 7 28 19 19 
フィラルゼソ 17 23 7 23 19 19 
ヒ゜ペラジ、1/}

6/25 8/25 1/23 4/23 2/26 3/26 0/18 1/18 0/21 0/21 ハイドレート 14/28 17/28 
フェノチアジン

14633////(326 3 124 6 0 m220g386////cc/3221) 4 6 6 0 12122////32111 2 5 9 118255////32111 2 5 9 7 001////3211q 7 1 9 14017 ////32116 7 9 1 5031////32113 5 5 3 12263////31213 5 5 3 1510////32220 2 1 3 7260////30 2222 1 3 0000////3220 12 8 3 0020////3220 12 3 8 
カイニン酸
カルバルゾソ
サ、ノト= y 

スチプナー］レ 6/32 10/32 4/26 6/26 3/22 5/22 0/20 7/20 0/16 1/16 1/25 2/25 
(0.5 mg/cc) 

ヂチアザ =Y 17/24 22/22 3/24 8/26 0/30 7/30 1/37 23/37 0/30 1/30 

~ - 二竺 200 200/3 200/9 200/27 200/81 

ヂェチ Jレ｝
26/26 26/26 13/31 19/31 6/30 17/30 0/26 3/26 カルバマジ、~ 24/24 24/24 

-........:-~-- -、 8 
4 2 1 

一Tween-20 0/27 0/27 0/22 1/22 0/22 1/22 0/23 0/23 

（註） 左側 24時間後右側 48時間後分母投入虫体数分子死滅虫体数
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ヂクロールプェナルジン塩酸塩（フィラルゼン，籐田製

薬），カルベミヅン（カルベミジン，三共）

c) 回虫駆虫剤として

ピペラヂンハイドレート（ベキシン，田辺製薬），ヂエ

チルカルバマジン（スバトニン，田辺製薬），フニノチア

ジY(ヘルノミック，大阪合同），カイニン酸 (2%ジゲ
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ニン， 武田薬品），サントニン（サントソ‘ール， 日本新

薬）

d) アンチモン剤として

スチブナール（万有製薬）

の17種類の薬剤を使用した．

上記薬剤中水に難溶性のものは2% Tween 20水溶腋
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第 1図 各種駆虫剤による殺虫試験 (24時間後）
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にて充分均ーな懸濁液としてから使用した．叉 Tween

20の尾久粁線虫に及ぼす影響については第 1表に示す

妍く，全く影響を及ぼさない事を確めた．

実験方法

各種駆虫剤を水， または 2%Tw翌n20液1.0cc中

10mgから 1.0cc中 0.0032mg迄5倍稀釈にて薄め各

1.0ccづつ小試験管にとり尾久粁線虫数十隻を投入しゴ

ム栓にて封じ25.0°C孵卵器におき 24時間後， 48時間

後の虫体の死滅率を検した．なおスバトニンは 1.0cc中

200mgより 3倍稀釈にて 5段階， スチブナールは LO

cc中3mg,1.0 cc中2mg以下 5倍稀釈， ヂチアザニ

濯 1.0cc中0.5mg, 1.0cc中0.4mg以下5倍稀釈

にて使用した． 又砒素剤の中フイラルゼン 10mgの砒

素実量は2.5mg,カルベミヂン 10mgの砒素実量は 2.9

mgである．

実験成績

第1表及び第1図に示す如く四塩化エチレンが最も死

滅率高く， 0.08mg/cc迄 24時間後にて 100%の死滅率

で，へJポジ油，チモール， 4,ヨードチモールの順であ

った．

大体において鉤虫駆虫剤が尾久粁線虫に対して作用強

〈，次に砒素剤，回虫駆虫剤，アンチモン剤の順であつ

た．

Tween 20は24時間後では死滅率0%で全く影響を認

められず， 48時間後でも 4%, 2%の濃度で各4.55%

の死滅率を示すのみで，虫体に対し殆んど影響がなかつ

た．

以上の成績からみると，少くとも抗鉤虫剤として有効

なことが知られているものはすべて，本虫に対しても強

力な殺滅作用を示すので，尾久粁線虫を上記の如ぎ方法

で鉤虫剤のスクリーニングテストとして使用し得るもの

と思われる．

B. 殺線虫剤，殺虫剤，除草剤について

供試薬剤
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1) 殺線虫剤として， D-D,Nemal~Nemagon, Allyl-

alcohol, Vapam, Y. C-13 

2) 殺虫剤として， Disodiummethylarsanate . 

3) 除草剤として， Ammate,Sodium chlorate, PCP, 

Viedar 64, SES, MCP, CMU, DCMU (Diuron) , DCEU ,. 

Nebron, Ureabor, Polychlorat. 

4) 植物ボルモン剤として， Alanap-3

以上20種類の薬剤を使用し， これらの薬剤の化学構

造式は第 2表に示した．

実験方法

各薬剤を水で 100倍の懸濁液乃至乳液とし，これより

3倍稀釈で段階的に薄め，各 1.0ccを小試験管にとり

尾久粁線虫（成虫，幼虫共）数十隻を投入し 25.0°C孵卵

器におさめ， 24時間後及び1週間後に虫体の死滅状態を

観察して 24時間後の虫体死滅率から 50%致死濃度 (Le

50)を算出し，又1週間後の 100%最小致死濃度を調べ

た．

実験成績

第3表に示す如く 25.0°C24時間後の死滅率は， Ne

malが最高で 100X 37で100%の死滅率を示し Le50は

3599000倍と算出された．以下 DCMU,の100X34 Le 

50=21770倍， PCP,Vapam, D-D・ ・ ・ ・ の順で VC-13が

最小値を示した．

1週後の最小致死濃度は VapamのlOOX炉が最高で

Nemalの100X39, Nebronの100x 37, VC-13のlOOX

31以下 DCMU,PCP・・・・ の順であつた．

以上概して殺線虫剤として使用されているもの応効カ-

が大きいが，除草剤である PCP等殺虫剤，殺貝剤とし

第 2表殺線虫剤殺虫剤除草剤

Nematicides 

DD CHCl=CH-CH2Cl(50%) 
C比ClーCHC1--CH3(25彩）

Nemal C比ClーC=C-CH2Cl
Nemagon CHぶr-CHBr-CH心
Allylalcohol CH3 CH2 CH2 CH2 CH2 OH 
Vapam CH3-NH-CS-SNa 
VC-13 (C晶0)2-PS-0-1—Cl2(m,p) 

Insecticide 
Disodium methyl arsanate 

Na2CH迅s04

Phytohormone (herbicide) 
Alanap-3 COON a (0)―巳ONH-Naphthalene

(125) 

Herbicides 
Ammate NH4SOぶH2・
Sodiumchlorate NaCl03 
Viedar 64 Cl2 (m,p)--<p-0----!,. 其 COCN
SES . Cldm,p)-<p心℃晶S03Na
MCP Cl (P) , CH3 (m)—¢心CH2COOH
CMU 炉NHCON(CH山
DCMU (Diuron) 

Cl2 (m,p)—炉NHCON(CH山
DCEU Cl2 (o,p)-</>-NHCON (C晶）2
Nebron Cl2 (m,p)—たNH-CON心恥
PCP Cls-</>-ONa 
Polychlorat 
Ureabor } B化合物
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第 3表 殺線虫剤，殺虫剤，除草剤による殺虫試験（死滅率彩）

N = Nematicide I= Insecticide 
H = Herbicide P = Phytohormone 

＼数 100X3°31 32 
薬剤

33 34 炉 36 ぎ 3s 39 310 311 312 Lc50 1週後の最
小致死濃度

Nemal (N) 100 100 100 100 100 100 100 100 83. 67 67 .44 37 .19 20 .00 O 3599, 000 100x39 
DCMU (H) 100 100 100 100 100 44. 35 2 .13 0 
PCP (H) 100 100 100 100 91.11 24. 39 15. 91 0 
Vapam(N) 100 100 100 100 83.72 24.73 35.35 23.53 12.34 10.96 3.06 
Ammate (H) 100 100 47. 50 65. 22 57 .45 26 .19 34 .11 20. 00 10. 42 0 
MCP(H) 100 100 100 77.08 87.50 5.45 0 0 
DD(N) 100 100 100 100 32.91 14.39 4.40 0 
Allylalcohol (N) 100 100 64. 44 4. 00 0 0 
CMU (H) 84. 44 83. 33 40. 00 54 .10 5. 63 0 
Nemagon (N) 100 100 8. 69 0 1. 81 0 
Ureabor(H) 100 80.97 10.26 6.98 O 2.08 
Nebron(H) 70.73 25.64 27.08 10.21 0 0 
DCEU (H) 92. 69 34.00 31. 91 7 .84 5.45 0 
Viedar (H) 93. 62 8. 70 0 2. 22 0 0 
SES (H) 60. 00 11. 11 0 0 0 0 
Disodium me-: 
thyl arsenate(!) }45.65 4.35 4.08 0 0 0 

Sodiumchlo-・ 
rate (H) 1, } 28.21 3~.61 28.95 8.38 2.44 20.45 
Alanap 3 (P) 27. 50 5. 80 7. 58 3. 61 1. 33 0 5. 26 0 0 
vcー13(N) 7. 69 2. 27 0 0 0 0 
J>olychlorat(H) 8. 70 4 .17 0 0 0 0 

第 4表抗生物質剤による殺虫試験

21,770 35 
20,600 35 
15,150 312 
8,654 33 
8,557 34 
3,552 33 
1,073 34 
919.8 33 
907.8 31 
215. 8 32 
215.8 37 
198.7 -
183 32 
124. 6 31 

89.6 31 

71.93 31 

17 .24 3° 
6. 778 37 
2.138 32 

~-- 250 50 10 2 0.4 0.08 0.016 

アクロマイジ y { 

プリストサイクリ y { 

テラマイジ y { 

ナラマイジ y { 

クロロマイセチ y { 

万単位/cc 10 2 0.4 0.08 0.016 

ペ＝ジリン 3/I 31 1//332 2 21// 31 1//332 2 o0//33 5 4 31 4 31 3 5 / 

分上母段 投24入時虫間体後数， 下分段子 4死8滅時虫間体後数

ても有効なものが，本虫に対してもかなりの効力を示し

た点は興味深い．

C. 抗生物質について

前述における A,Bの実験と同様，抗生物質について

その殺虫作用を調べた．

使用薬品は下記の 8種類て，ペニシリンを除いた 7種

類は250mg/cc, 叉は 50mg/ccより 5倍稀釈にて 7段階

乃至6段階に薄めた．

使用薬品

1. オキシテトラサイクリン（テラマイシン注射液）

台糖ファイザー〔テラマイ〕

2. テトラサイクリン（ブリストサイクリン末）万有

製薬〔ブリサイ〕

3. テトラサイクリン（アクロマイシン注射液）武日

(126) 
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第 2図 抗生物質剤による殺虫試験 (24時間後） ー

薬品（アクロマイシン〕

4. クロラムフェニコール・（クロロマイセチン注射液）

三共〔クロマイ〕

5. 硫酸ジヒドロストレフ゜トマイジン注射液，武田薬

品〔ストマイ〕

6. 硫酸カナマイシン注射液，明治製菓〔カナマイシ
、/〕

7. ナラマイシン，，田辺製薬〔ナラマイシン〕

8. 結晶ペニシリンGカリウム，武田薬品〔ペニシリ
、/〕

ペニヽ ンリンは， 10万単位Jeeより 5倍稀釈にて5段階
に薄めた．

クロマイ，ナラマイシンは水に難溶にて，強く振盪し

て均ーな懸濁液として使用した．

実験方法

前項Aと同様に小試験管に各濃度の液 1.0ee宛入れ，
それに杵線虫を毛細管にて投入しコ‘ムK全にて封じ， 25.0

oc孵卵器におさめ 24時間及び48時間毎に双眼顕微鏡
にてその生死を調べた．

実験暉

第4表及び第2図に示す如くアクロマイシンでは2

mg/ccで24時間， 48時間後とも 100%死滅し，抗生物質

中最も強い殺虫作用を示した．ブリサイ，テラマイは10

mg/ccで24時間， 48時間後 100%死滅し， 0.08mg/ee 

以下では全部生存し， ナラマイシンでは50mg/心で24且

時間'-48時間後で， 100%の死滅率を示し，抗結核剤の,,

ストマイ， カナマイシンは 24時間後では， 250 mg/cc 

においても 100%の死減率を示さず，上記薬品に比し作

用弱く，クロマイは 250mg/ccで24時間， .48時間後で

は100%の死滅率を示すが， 50mg/tc以下では 48時間

後においてもその`死滅率は 50%に達しなかった．ペニ…

シリンは最も作用弱く 24時間後では殆んどその影響を-

認められなかつた．

結論

1. 各種駆虫剤の本虫に対する作用を検討し，四塩化．

ニチレン，ヘノボジ油，チモール， 4ヨードチモール，

アヅベンヅール，ブロムナフトール，ベフニニウム等，

鉤虫駆虫剤として有効なものが特に作用が強いことを知：，

つた. ' 

2. したがつて本虫を鉤虫剤のスクリーニングテスト

に利用することは，簡便で有用な方法と思われる．

3. 各種殺線虫剤，殺虫剤，除草剤等について，本虫

に対する作用をしらべたが， これらの農薬の中では，一-

般に殺線虫剤効力が大きく，スクリーニングテストに利；

用することが出来ると思われる．、

4. 諸種抗生物質の効力を調べたところ，概してテトヽ

ラサイクリン系の薬剤が他に比較して作用が強かつた。．
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STUDIES ON RHABDITIS SP. ISOLATED FROM HUMAN URINE 

(4) The effect of anthelmintics, nematocides 

and・antibiotics to Rhabditis sp. 

KAZUHIKO UQT ANI 

(Department of Paraiitology, Institute for Infectious恥 eases,University of Tokyo) 
(Department of Internal Medicine, Tokyo Jikeikai School of Medicine) 

Experiments were made to test the killing effects of various chemicals on Rhabditz's sp. (Ogu). 
Among seventeen chemicals generally or possibly used as anthelmintics, those effective to 

hookworms were found to kill the nematode in relatively low concentrations. Various nematocides, 
herbicides, plant hormones and antibiotics were also tested, of which the nematocides generally 
showed high level of effects, sometimes to extremely low concentrations. 

The results suggest that this species of nematode might most conveniently be applied for 
the screening tests of antihookworm drugs and nematocides. 
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